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は じ め に

我が国における肥満の判定基準は複数みられ，体
脂肪率��によるもの，���（��������指数，����

指数）��によるもの，体脂肪の沈着部位の違い（体

脂肪分布）から判断するものがある．近年では，体
脂肪分布と疾病との関係が注目視され，特に内臓脂
肪蓄積量が糖代謝異常や脂質代謝異常，高血圧など
の動脈硬化性疾患の発症に大きく関与しているとの
指摘がなされた ����．
体脂肪分布と疾病に関する報告の大筋を経年的に

示すと，まず身体計測で得られる簡易指標としてウ
エスト�ヒップの周径比が注目され，この数値が高い
者ほど動脈硬化性疾患の発症率が高いこと ��が示さ

れた．次いでコンピュータ断層撮影装置（��）の普
及にともない，内臓脂肪�皮下脂肪の面積比が大き
いことと疾病との関係��が明らかとなった．また，
内臓脂肪蓄積や代謝異常を的確に表す簡易指標とし
て，ウエスト囲��，ウエスト�身長比	�，ウエスト��

身長比
�，（体重�身長）�（ウエスト�ヒップ）���，
������などの指標が次々と検討され，その有効性
が示された． 年前には内臓脂肪面積�		���を境
界値とし，それに相当する指標をウエスト囲（男性

����，女性
	��）に定めた．そして，これ以上の
数値をもって内臓脂肪過剰蓄積（内臓脂肪型肥満）
とし，メタボリックシンドローム診断基準���の主
たる因子として位置づけた．
通常，肥満に起因する健康障害は中年以降に多く

みられるが，一方で小児の場合には成人よりも軽度
の内臓脂肪蓄積でも健康障害が惹起されやすい���．
青年期の身体は幼・少年期の生活習慣を反映したも
のであり，青年期の生活習慣の違いが中高年期の健

康度に大きな影響を及ぼすことになる．それゆえ
に，青年期の身体状況を的確に把握しておくことは，
健康指導の一資料として役立つと考える．そこで本
稿では，これまでに肥満（内臓脂肪過剰蓄積の肥満
を含む）判定の基準とされてきた，または有効とさ

れてきた幾つかの指標の関連性を検討することとし
た．また，新たな指標の検討も併せて行った．

方 法

�．対象

対象は，����歳の健康な学生�
�名（男性��名，
女性���名）である．身体的特性を表 �に示した．
�．項目および方法

身長，体重，ウエスト囲，ヒップ囲および体組成
の計測・測定は同一日に，食事後，少なくとも �� �

時間は経過した後に行った．直前の食事は軽食とす
るように指示した．両周径囲とも立位にて 回計測
し，その中央値を採用した．ウエスト囲は軽い呼息
状態での臍高の長さとした．ヒップ囲は最大部位と

した．そして，体格指数としてウエスト�ヒップ比，
ウエスト�身長比，ウエスト��身長比，���（体重�

身長�），（体重�身長）�（ウエスト�ヒップ）の既報
指標に加え，（体重�身長）×ウエスト，（体重�身長�）
� ウエストの新指標を求めた．体脂肪率は，水中体
重秤量法���にて体密度を求めた後，��� �!ら ���

の式に代入して算出した．体脂肪量は体重に体脂肪
率を掛け，�		で除すことで求めた．
なお，今回の肥満指標には成人に適用されるもの

が多くみられる．そのため，本対象者のうち�	歳未
満の者は厳密には適用対象外となるが，概ね�	歳と
考え検討することにした．また，内臓脂肪過剰蓄積
の肥満を含むこれまでの肥満判定の基準を表 � ���

に示した．
�．統計処理

各項目間の相関関係は "���#�$の積率相関係数か
ら求め，その有意水準は � %未満とした．統計解析
には &��� �'�( ��	)を用いた．

�．倫理的配慮

計測および測定は，ヘルシンキ宣言の主旨に沿う
こととし，その内容，方法を口頭と書面にて十分に
説明した．特に体組成測定の安全面には注意を払っ
た．そして，個人情報保護を約束するともに，デー
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表 � 対象者の身体的特性

表 � これまでの肥満（内臓脂肪過剰蓄積の肥満を含む）判定基準および該当者数

タ使用の同意を得た．

結 果

表 �に判定基準別の肥満該当者数とその割合を示
した．なお今回は便宜上，太（肥）っていなくても，

ウエスト�ヒップ比が判定基準を満たした者は該当
者として扱った．表 に各項目間の相関係数を示し
た．右上段は全対象者，左下段は肥満判定基準をい
ずれか �つ以上満たした者（以下、肥満者）の結果
である．肥満者は男性��名（���%）であり，そのう

ち判定基準を �つ満たした者は��名，�つは �名，
つは �名であった．女性は��名（����%）が該当
した．そのうち判定基準を �つ満たした者は��名，

�つは��名，つは �名，�つすべて満たした者は
名であった．結果の概要を以下に示す．
�．ウエスト囲との関係

全対象者におけるウエスト囲と ���，体脂肪率，
体脂肪量との相関係数は女性に比し男性で高く，そ
の係数は体脂肪率（男性	�*��，女性	��
）よりも
���（男性	����，女性	�*��），体脂肪量（男性	���，
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表 � 各項目間の相関係数

女性	�*��）で高かった．肥満者では，男女とも���

（男性	�*�，女性	����），体脂肪量（男性	���
，女

性	��	）のどちらとも全対象者に比し弱い相関を
示したが，体脂肪率とは相関がみられなかった．
�．ウエスト�ヒップ比との関係

全対象者におけるウエスト�ヒップ比と ���，体
脂肪率，体脂肪量との相関係数は，女性（順に	��，
	�	，	���）に比し男性（順に	��*，	���，	����）
で高かったが，その係数はウエスト囲よりも低かっ
た．肥満者では，女性の���（	����）と弱い相関を
示したが，その他については相関がみられなかった．

�．ウエスト�身長比との関係

全対象者におけるウエスト�身長比と体脂肪率，体
脂肪量との相関係数も，女性に比し男性で高く，そ
の係数は体脂肪率（男性	��
�，女性	���	）よりも体
脂肪量（男性	�*�	，女性	���*）で高かった．肥満
者では，男女とも体脂肪量（男性	����，女性	���
）
において全対象者よりも弱い相関を示したが，体脂
肪率とは相関がみられなかった．
�．ウエスト ��身長比との関係

全対象者におけるウエスト��身長比と体脂肪率，
体脂肪量との相関係数も，女性に比し男性で高く，

その係数は体脂肪率（男性	�*�，女性	��
）より
も体脂肪量（男性	���，女性	�*��）で高かった．

肥満者では，男女とも体脂肪量（男性	����，女性
	�*�）において全対象者よりも弱い相関を示した
が，体脂肪率とは相関がみられなかった．
�．��	との関係

全対象者における ���と体脂肪率（男性	�*	�，
女性	���），体脂肪量（男性	��，女性	��
）と
の相関係数は高く，特に女性での体脂肪量との係数
が高かった．肥満者では，男女とも体脂肪量（男性
	�*�
，女性	�*�）に比較的強い相関が，また体脂

肪率（男性	��
�，女性	����）には弱い相関がみら
れた．

．（����）�（��）との関係

全対象者における（+��,�）�（+�,）と体脂肪
率（男性	�*�，女性	����），体脂肪量（男性	��*�，
女性	����）との相関係数は ���と同様に高く，そ
れは体脂肪量において顕著であった．肥満者では，
男女とも体脂肪量（男性	�*��，女性	���
）におい
て全対象者よりもやや弱い相関を示したが，体脂肪

率とは相関がみられなかった．
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�．新たな評価指標の検討

新たな指標「（体重�身長）�ウエスト」と体脂肪量
の関係について，男性を図 �に，女性を図 �に全対象
者として示した．男性は	��	�，女性は	��の高い

相関係数が得られた．また肥満者でも男性	���，女
性	�*�
の比較的強い相関を示した．なお，体脂肪率
との相関係数は全対象者，肥満者の順に男性	�*��，
	���*，女性	��
，	��	�であった．もう �つの新指
標「（体重�身長�）� ウエスト」と体脂肪量の相関係
数は全対象者，肥満者の順に男性	��
�，	��	，女
性	��	*，	�*�	であった．また，体脂肪率との相関
係数は同順に男性	�*��，	����，女性	�*	�，	����

であった．

考 察

本稿では，�	歳前後の青年男女を対象に肥満判定
基準の関連性を調べた．ウエスト�ヒップ比と ���，

体脂肪率，体脂肪量との相関係数は男女とも	��に
も満たず，ウエスト�ヒップ比は青年の肥満指標と
しては不安定であることがわかった．また肥満者の
みを対象とした場合では，���，体脂肪率，体脂肪
量のほとんどの項目と関係がみられず，肥満者が多
い集団におけるウエスト�ヒップ比は，肥満の程度
を把握するには適し難いことがわかった．この指標

図 � 「（体重�身長）� ウエスト」と体脂肪量の関係（対象：男性）

図 � 「（体重�身長）� ウエスト」と体脂肪量の関係（対象：女性）
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の課題はヒップ囲の計測の難しさにある．とりわけ
若者が被計測者の場合，嵳恥心を抱かれ計測に困難
をきたすことがある．それゆえ，ヒップ計測値の信
頼性は身長や体重，体組成に比しかなり劣るといえ

る．上半身肥満���，内臓脂肪型肥満��が注目され
て以来，健康診断等で計測・評価されてきたウエス
ト�ヒップ比であるが，ウエスト囲のみが内臓脂肪
面積を推定する指標として優れているとの報告��や
メタボリックシンドローム診断基準���が設定され
た状況を鑑みると，今後は計測から削除されやすい
項目といえる．
ウエスト囲については，男女とも ���，体脂肪
量と強い相関を示した．体脂肪率との関係について

は，���や体脂肪量ほど強くはないものの，	��以
上の相関係数が得られたが，肥満者のみを対象とし
た場合には相関がみられず，体脂肪率は内臓脂肪面
積の程度を把握する間接的指標としては適し難いこ
とがわかった．
ウエスト�身長比についても，男女ともウエスト
囲よりは低いものの，体脂肪率，体脂肪量と	��以上
の相関係数が得られた．そのうち男性の体脂肪量と
の関係は強く，肥満者のみを対象とした場合には，

男女とも体脂肪率と相関がみられず，また女性の体
脂肪量とは弱い相関であったにもかかわらず，	��以
上の相関係数が得られた．これらのことから，ウエ
スト�身長比の観点からみても，体脂肪率は内臓脂
肪面積の程度を把握する間接的指標としては適し難
いといえる．なお，���との相関係数は分母に同じ
身長が用いられているため，必然的に大きくなるこ
とから結果には示さなかったが，女性で	��に近い，
また男性では	��を超える値を示した．

手島ら ���は，女子学生における各肥満指標と動
脈硬化性疾患危険因子との関連は，ウエスト囲およ
びウエスト�身長比が（同率で）最も高いと述べて
いる．また，学童においてはウエスト囲�	�やウエ
スト�身長比�
�がこの危険因子と最も関連が高く，
成人������ではウエスト�身長比，次いでウエスト囲
と関連が高かったことが報告されている．したがっ
て，小児から成人まで，そして低体重（やせ）者から
肥満者まで存在する集団から肥満者に限定した集団

に至るまで，共通して肥満の程度を把握する簡易指
標としては，ウエスト囲およびウエスト�身長比���

が有用であることが示唆された．
近年の注目は内臓脂肪面積に焦点をあてた体脂肪

分布である．しかしながら，本研究では全身の脂肪
量しか測定していないため，先行研究������のよう
に，この量を内臓脂肪量と皮下脂肪量に分けること
はできず，さらにその関連性を検討することもで

きない．�'-���!�ら ���は一般大学生男女（����	

歳，平均 �������）を対象に，臍高におけるコン
ピュータ断層撮影を行ったところ，内臓脂肪面積は
平均����，皮下脂肪面積は�����であったと述

べている．そして皮下脂肪面積と血液中の中性脂肪
とは，内臓脂肪面積ほど強い関係（ ��	�	�）では
なかったものの有意な関係（ ��	�	�）にあったと
し，男性では対象者数が少ないため統計的に有意な
関係はみられなかったものの，中性脂肪，尿酸，拡
張期血圧とは	��以上の相関係数を得ている．した
がって，皮下脂肪面積が小さい大学生等の青年（特
に男性）においては，臍高の総脂肪面積の測定が有
用と思われる．さらに，皮下脂肪の蓄積が局所的で

はなく全身的に起こるとすると，全身脂肪量を測定
し評価することも有用である．しかしながら，我が
国には体脂肪率（体重に対する体脂肪量の割合）か
らみた小児（��歳未満）の肥満症の診断基準���と，
*歳から成人の肥満判定基準��は存在するが，脂肪
絶対量に着目した基準は存在しない．メタボリック
シンドロームの診断基準としてウエストの絶対値が
用いられる現状を踏まえると，今後は皮下脂肪の功
罪�	� も含め，体脂肪絶対量に関する検討も期待さ

れる．
ところで，���と体脂肪量の相関係数は男女とも

	��以上であり，女性ではウエスト囲よりも高く，男
性ではウエスト囲の次に高かった．肥満者のみを対
象とした場合でも，男女とも	�*以上の相関係数が得
られており，体脂肪量との相関は極めて強いことが
わかった．また，（+��,�）�（+�,）���と体脂肪
量との相関係数も	��に近く，また肥満者のみを対象
とした場合でも，男性で	�*以上，女性で	��以上の

相関係数が得られ，���と同様にその関係は強いこ
とが示された．そこで，体脂肪量との相関が強かっ
たウエスト囲，���，（+��,�）�（+�,）を再考
することで，新たな簡易指標「（体重�身長）� ウエ
スト」と「（体重�身長�）� ウエスト」を提示し，体
脂肪量との関係を検討した．その結果，「（体重�身
長�）� ウエスト」よりも「（体重�身長）� ウエス
ト」との関係が強く，男性では	��	�（肥満者のみ：
	���），女性では	��（肥満者のみ：	�*�
）とい

う，これまでで最も高い相関係数を得ることができ
た．この指標の特長は，体重計と巻尺という身近な
物で算出でき，計算が容易なところにある．
国民健康・栄養調査�
�によると，�	��
歳において

�����以上の肥満者は，�		�年で男性�
��％（�

�

年����％，�
��年��*％），女性��*％（�

�年*�*％，
�
��年���％）であり，男性は増加傾向，女性は低
下傾向にあるとされる．また�	歳時からの体重変化
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は，男性では�����歳頃と���歳頃の �回，女性
では	��歳頃に増加の傾向にある���ことが示さ
れている．つまり，�	歳から	歳代において男性は
時代の経過とともに，また加齢とともに太（肥）り

続け，女性は概ね	歳までは�	歳前後の体重を維持
しつつも，	歳以降は�	歳で定常状態になるまで増
え続ける���という現状がみえてくる．今後は，多

くの者が日頃からウエスト囲や体重を計測・測定し，
成長発育のピークにある�	歳前後の体重または適正
体重の維持に努めることを期待したい．

本研究に際し，測定者として，また被測定者としてご協

力を賜りましたスタッフおよび学生の皆様に厚く御礼申し

上げます．
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